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全全国国ススポポーーツツ指指導導者者連連絡絡会会議議中中国国ブブロロッックク会会議議 iinn 鳥鳥取取でで  
打打吹吹ススポポーーツツククララブブにに事事例例発発表表ししてていいたただだききままししたた 

７月８日（木）、米子ワシントンホテルにて、第１回全国スポーツ指導者連絡会議

中国ブロック会議ｉｎ鳥取が開催されました。 

 この会議は、（財）日本体育協会公認スポーツ指導者の連携と資質・指導力の向上

を図り、地域での指導活動の促進方策などについて協議するもので、中国５県から幹

事・代表ら２３名が出席しました。 

 協議Ⅰのサブテーマ『総合型地域スポーツクラブと公認スポーツ指導者』で、打吹

スポーツクラブ(以下打吹 SC)の高橋義博事務局長に事例発表していただきました。 

 現在のクラブの会員数は１２５名で、対象地域５，０００人に対して５００人まで

会員を増やすことを目標にしています。会員を増やしたい反面、少ない活動場所をど

う工面していくかが課題となっているようです。 

 打吹 SC の指導者の現状は、公認指導者が５名（うち１名は取

得中）、その他の有資格者が１２名となっています。 

 有資格者が指導している教室もあれば、資格を所有しない経

験者が指導している教室もあります。クラブの規程により指導

者の謝金額が決められており、有資格者と無資格者では謝金の

金額が異なります。謝金を支払うことは、指導者にボランティ

アではなく対価への意識を持ってもらうことで指導の責任と安

全に対する認識に繋がると高橋さんは強調されました。 

これからの打吹 SC は、住民、スタッフ、指導者が一体となっ

た活動、クラブ以外での指導者の活用、指導者との情報の共有

といった目標を掲げられていました。特に、指導者には指導だ

けではなく、クラブの運営委員会に出席いただき、総合型クラ

ブを理解してもらう必要があるとお話されました。 

発表後の質疑応答では、参加者からクラブの課題に対しての

アドバイスがあるなど、クラブ側と指導者のよい情報交換・共

有の場となったようでした。高橋さん、どうもありがとうござ

いました。 

発表中の高橋さん 

指導者に関する課題 

*資格取得の日程確保（仕事を休まなければならない） 
*資格取得のメリット（クラブ以外で資格を活かせる？） 
*資格取得してもそれを活かせる機会が少ない 
*誰がどんな資格を持っているか分からない 
*指導者の無償ボランティア化 
*中学校のクラブ活動との連携が難しい 

課題の解決に向けた取り組み 

*総合型クラブを理解していただくこと 
*ＨＰでの情報発信、会報の発行・配布 
*有資格者の発掘 
*地域の方へ情報提供のお願い 
*市の人材バンクの活用 
*有資格者の資質向上(ボランティアではなく対価の意識を)
*指導者・会員の要望による講習会の開催 

 

 

青谷スポーツクラブ＊地引網＆鳴り砂クリーン大作戦 
７月２５日（日）、鳥取市青谷町の青谷海岸にて、「地引網＆鳴り砂クリーン大作戦」

が開催されました。 
今回が２回目となるこのイベントは、青谷スポーツクラブと青谷町スポーツ少年団

指導者協議会、鳥取市教育委員会青谷町分室が共催で開催したもので、朝６時という
早朝の受付だったにもかかわらず、約１５０名の参加がありました。 
会場の青谷海岸は日本でも有数の「鳴り砂」の浜で、砂の上を歩くとキュッキュッ

とよい音が鳴ります。きれいな砂であることが第一条件
で、汚れてしまうと鳴らなくなってしまうそうです。この
ような貴重な地域の財産を守るため、砂浜の清掃活動も同
時に行われました。 
 地元の漁業組合の方の協力・指導のもと、浜辺で二手に
別れて網を中央へ引き寄せていきます。早朝にもかかわら
ず気温がかなり上がっていたので、途中で海に入る子ども
たちもいました。 
 網を引き上げてみると、シロギス、アジ、コノシロ、タ
コ、オコゼなど１００匹以上の魚が網に掛かっていまし
た。子どもたちも見たことのない魚やタコを見て大興奮。 
 取れた魚は、皆で分けて持ち帰りました。 
 同じスポーツ少年団でも、普段はそれぞれの活動を行っ
ており、横のつながりが希薄になっているのではないか。
年に１度でも団員が集まって交流することで、競技は違っ
ても同じ少年団の仲間だと感じてもらえたら、と長谷川ク
ラブマネジャーはお話されました。 
 また、普段は身近すぎて気が付かなかった地域のすばら
しさに触れ、自然を大切にする心が育まれたイベントにな
ったのではないでしょうか。 

 夏休みの素敵な思い出になったと思います。みなさん、

朝早くからお疲れさまでした。 

寄せて寄せて 

はい、引っ張ってー 

あ！獲れてる！ 

みんなで仲良く分け合いました 

揚がった魚を入れる穴を 

掘っています。結構大変 

お世話になった組合の方々 

鳴り砂の海岸を皆できれいに 



第第第３３３７７７回回回日日日独独独スススポポポーーーツツツ少少少年年年団団団同同同時時時交交交流流流ドドドイイイツツツ団団団受受受入入入  

ラララフフフテテティィィンンングググ体体体験験験にににＤＤＤｏｏｏスススポポポーーーツツツにににごごご協協協力力力いいいたたただだだきききままましししたたた 
７月２６日（月）、第３７回日独スポーツ少年団同時交流ド

イツ団受入のプログラムの一つである『総合型クラブとの交
流』で、Ｄｏスポーツ(日野町)のラフティング体験を行いま
した。 

午前９時過ぎに会場である「リバーサイドひの」に到着す
ると、Ｄｏスポーツのスタッフをはじめ、景山享弘日野町長、
山本武史教育長など多くの方の歓迎を受けました。 
 連日の晴天で水量が気になっていましたが、前日山に雨が
降ったそうで、川にはたっぷりの水が流れていました。 

景山町長さんの歓迎の挨拶と記念品の贈呈が行われ、いよ
いよ川に向かって出発。ラフティングは楽しいスポーツです
が、一歩間違えれば命に関わる事故と背中合わせでもありま
す。通訳さんを介して、注意事項をしっかり説明されました。 
 いよいよ川くだりスタート。この日も３５度近くまで気温
が上がっており、川に投げ出された団員たちは悲鳴をあげながらも
気持ちよさそうでした。もともと盛り上げ上手なスタッフとも、片
言の英語、ジェスチャー、あとは心意気で、言葉は通じなくてもす
ぐ打ち解けていたようです。 
 時間の関係で少し短めのコースでしたが、お約束のボート落下、
岩壁からのダイブなど、たくさんのお楽しみを織り交ぜてくださ
り、団員も大はしゃぎでした。 
 団員たちはラフティングの経験は今回が初めて

だったようで、大変印象深く心に残ったと喜んでいまし
た。初めての日本で、素敵な思い出となったようです。 
 Ｄｏスポーツさんも、外国からのお客さんは今回が初
めてだったそうです。これを機に、日野町のラフティン
グをさらにＰＲしていきたいとお話されました。平日
にもかかわらずご協力いただきましたクラブのみなさ
ん、その他関係者の方々、どうもありがとうございま
した。 

ドイツ語の横断幕で歓迎 

景山町長よりWillkommen!(ようこそ) 

しゅっぱーつ 

気分は最高 

離さないでね！ 

通訳さんも決意のダイブ

 

ウルトラＣ＆Ｓクラブ＊第 1 回ウルトラビーチサッカー大会 

 7 月 31 日（土）、ウルトラＣ＆Ｓクラブ主催の第
1 回ウルトラビーチサッカー大会が弓ヶ浜ビーチで
開

チームの計 18

市生涯学習課と、ウ
ル

合の合間に海水浴をしたり、バー
ベ

でした。 

に行ってもいいし、韓国とか他の国とも交流をしたい。いい機会を与
え

暑い中、選手の皆さん、スタッフの方々ご苦労さまでした かけにたくさんの国と交流ができたらいいですね。 

催されました。 
ロシアから 3 チーム、アミーゴ 5 チーム（ウルト

ラＣ＆Ｓクラブチーム）、地元から 10
チームの選手 140 名で行われました。 

この大会は、サッカーの盛んなロシアと交流をしたいという境港
トラＣ＆Ｓクラブの思いが合致して実現した企画だそうです。 
試合は 4 グループに分かれての予選リーグの後、決勝トーナメントが行われました。 
ロシアにはビーチサッカーがないそうなので、試
キューを食べたりと楽しく過ごせたようでした。 
試合結果は、優勝はロシアチームでしたが、2 位はアミーゴチームで大健闘
《ウルトラＣ＆Ｓクラブのクラブマネジャー 拝藤 均さんのコメント》 
今度はロシア
てもらった。 

。これをきっ
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